






 

最先端ナノテクノロジーUV断熱ガラスコーティング剤 
 
 
 
1・開発の目的 
断熱ガラスコーティング剤は､今から 10年前､日本大手電話会社ＮＴＴの関連会社ＮＴＴ
－ＡＴが､四方窓ガラス張りのＴＥＬBOXが､夏場異常に暑いとのユーザークレームに対し､
住友金属鉱山と飯田繁樹氏に開発依頼し完成させた、世界で唯一の常温硬化型断熱ガラス

コーティング剤です。 
当初､夏場の近赤外線カットを重視して､ルテニウム(住友金属鉱山が開発､特許の薄グリ

ーンタイプ)をベースとした少し塗りムラが発生しやすい商品でしたが、1999年 11月 ATO
をベースとした透明タイプの UV 断熱コート剤の開発に成功し､夏場の断熱に限らず､冬の
断熱・結露対策にもなる夏冬兼用の UV 断熱ガラスコートが完成しました。これにより、
誰にでも簡単に塗りムラがおきずコートする事が出来るようになり､日本をはじめ、中国､

東南アジアへと販路を広げつつあります。 
 
 
2・窓ガラスの断熱化､一番の問題点はコスト！ 
年々暑くなる地球温暖化時代､高度成長の証しとして林立する総ガラス張りの高層ビル。

この建物の窓ガラスの断熱は､ガラスメーカーがつくる熱線吸収ガラス､熱線反射ガラス､

ペアガラス､Low‐Eガラス（低反射ガラス）、フィルム張りがあげられます。しかし、ガラ
スメーカーの各商品はコスト的に高く､又既存のノーマルガラスを断熱ガラスに交換する

には､更に工事代が大幅にかかり､一般的に困難です。又､フィルム張りも耐久性 5年前後と
短い為、安いコストと簡単な施工で可能にすることが出来るのは､当社の UV断熱ガラスコ
ーティング剤だけです。 

 
 

3・熱線反射ガラスの問題点 
太陽熱エネルギーを最も効率よくカットするには､可視光熱と赤外線熱を W カットする

ことです。今まで一番主流だったのが、ビル全体がミラーのようになる熱線反射ガラスで

す。可視光透過率が 40％以下､赤外線の遮率も高く、総ガラス張りの高層ビルにはなくては
ならないものでした。近年､この熱線反射ガラスが都市部の大きな公害として問題視される

ようになりました。一つは反射公害､もう一つは反射された赤外線が他のビルの窓ガラスへ

反射され、最終的に地上のコンクリート､アスファルトに吸収されることによって、真夜中

でも熱帯夜が続く『ヒートアイランド現象』を生み出す原因となっていることです。 
冬は､逆に太陽熱や可視光エネルギーを室内に取り込めない分、暖房を必要以上に使用す

る為､CO2排出の大きな原因を作り出しています。それによって､Low‐Eガラス､ペアガラ
ス､透明断熱フィルムの市場が大きく伸びています。 
 



4・常温硬化型 UV断熱ガラスコーティング方式のメリット 
既存の窓ガラスを断熱する方法として､フィルム張りに対抗して、コスト的､施工的にも

一番簡単な方法として､当社の UV断熱ガラスコートをお勧めします。 
コーティング方法としてはいくつかありますが、ＧＥＯコーティング法では､当社の技術

を用いて､各代理店のＧＥＯ－ＴＥＣＨ技能認定証を持つ技術者達が､マニュアル施工で無

駄がなく､電源も一切要さない施工が可能です。又､画期的な手法としましては､当社独自の

施工管理によるところの 10 年保証という面や､そのものの性質のもつ防カビ等の悪要素を
除去するというメリットがあります。又、フローコートによりコート面が均一になり､膜厚

も調整が可能で断熱効果を充分に出す事ができます。更に、Low‐Eガラスの問題点である
酸化の心配もなく、必要な部分に必要な量だけ使う事が出来る為､最も安く既存する窓ガラ

スを断熱化できます。 
 
5・一番大切なコストの比較 
＜既存のノーマルガラスを断熱化する場合＞ 
① 熱線反射ガラス､Low‐Eペアガラス化 
ノーマルガラスに比べて３倍以上のコスト高であり、交換する場合工事代もかかる為、

当初からでないとWのコストがかかってしまいます。 
新築の場合でも１㎡ 10,000円～30,000円と高くなります。 
② 断熱フィルム張り 
断熱フィルムで最も安いものでも 1㎡ 2,500円、SMで 1㎡ 4,000円、高機能のものでは

材料代だけでも 6,000円以上となり､施工代を加えると最低でも 1㎡ 4,000円～6,000円、
高機能だと 10,000円以上となります。また、交換基準は、耐久年数 5年から、長いもので
も 10年というのが、1つの目安となっています。 
 ③ UV断熱ガラスコート 
断然コスト的には安く、フィルム張りよりもガラス交換よりも施工が簡単です。フィル

ムの材料代よりも安い上に､耐久性が断熱＆ＵＶ機能付で 10 年､断熱だけであれば 10 年以
上～20年と全ての面で優れています。 
 UV断熱ガラスコートは､レベリング（平滑性）が非常によく､コート後約 5分でレベリン
グ､20分～30分で指紋の付かない硬さまで指触乾燥し､24時間で必要硬度 4H以上になり､
その後約 10 年以上の耐候性があります。窓ガラスの内側(室内側)コートが基本ですので､
脚立さえあればほとんどの窓ガラスに対して､簡単に施工することができます。 
天候､時間､曜日等の制限に関係なく施工できます。 

 
6・冬の断熱もすごい！！結露対策にもなる 
当社の UV 断熱ガラスコートは､熱貫流率の数値でもわかるとおり､冬の窓から放出され
る熱の遮断には大きな効果があり､冷輻射が極端に少なくなり､窓側の冷え冷えが解消され

ます。ノーマルガラスにコートすることで､ノーマルペアガラス以上の断熱効果があります。

又､熱線吸収により結露を制御します。 
Low‐E ペアガラスは高価な為､ノーマルペアガラスを使用されている場合､部屋面に後
施工でUV断熱ガラスコートするとLow‐Eガラスと同等の断熱化がはかれ､コスト的50％
以上安くなります。1㎡ 6,000円前後､Low‐Eに変えると 1㎡ 3万円～4万円、交換代も
含めてかかります。 



 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
UV断熱ガラスコートとの性能比較 
① UV断熱ガラスコートは､３ｍｍフロートガラスとほとんど変わらぬ透過率で､冬場の可
視光エネルギーをさえぎりません。ＮＴＴのアットシールドクリア､色付きフィルム､色

付き熱線吸収ガラスは､冬､可視光熱を遮断します。夏向けの商品に適しています。 
② UV 断熱ガラスコートは､赤外線を大幅カットする為､室内暖房から発する遠赤外線を､
ＡＴＯの特殊金属膜が吸収し､外側への放熱への放熱を防ぐ為､窓際の冷輻射(冷え冷え)
が大幅に解消されます。 

③ 単板ガラスに比べて赤外線部の熱カットが大きい分だけ､暖房効率が高くなります。暖

房器具は､遠赤外線がほとんどです。 
④ スパッタの Low‐Ｅガラス(遮熱ペアガラスに使用)に比べると可視光域､赤外線域で

UV 断熱ガラスコートは遮熱では少し負けますが､Low‐E ガラスは高額で新築向きで
す。既存の単板ガラスやノーマルペアガラスには､後施工で､簡単に､安いコストで遮熱

化できる UV断熱ガラスコートが最高です。 
⑤ 現在､普及しているノーマルペアガラスだけでは､なかなか冷え冷えは防げません。単板

ガラスに UV 断熱ガラスコートをコートするとノーマルペアよりも遮熱効果が高くな
ります。更に､ノーマルペアの室内側にコートするとさらに遮熱効果が上がります。 

 
 
 
 
 
 



 
フィルムとの比較 
① UV断熱ガラスコートは､フィルムに対し､施工が簡単(1/3)なためコストが安くつきます。 
 
② UV断熱ガラスコートは､フィルムが 3年～5年の耐久性に対し､10年以上の耐候性があ
り､同じコストなら 50％OFFになります。 

 
③ フィルムは､傷がつきやすく､張り替えるのに多額のコストがかかるのに対し 6H以上の
ハードコートで傷がつきにくく､10年後もそのまま使用できます。 
(UV断熱ガラスコートは､コート液を剥離しない限り半永久です。) 

 
④ 外側にも塗ることができ､耐候性も抜群です。 
 
⑤ ほぼ透明タイプで熱線吸収では､最高の商品です。 
 
NTT-ATのアットシールドクリアとの比較 
① アットシールドクリアは､近赤外線カットで夏場に適した商品で､冬向きではありませ

ん。UV断熱ガラスコートは夏､冬兼用タイプです。 
 
② アットシールドクリアは､可視光透過率が 60％前後の薄グリーン色をしているため冬の
可視光熱を遮断してしまいます。又､遠赤外線をほとんどカットしないため暖房熱を窓

から逃がしてしまい、冷え冷え解消になりません。 
 
③ アットシールドクリアに夏の近赤外線部では､負けるものの複射熱や遠赤外線部では極

端に UV断熱ガラスコートが勝つ為､夏場でもトータルで遮熱効果が高くなります。 
 
④ ほぼ透明で､塗りムラがおきないのに対し､アットシールドクリアは､ルテニウムを材料

とした薄グリーン色で塗りムラがおきる可能性があり､塗りづらい。 
 



ＧＥＯ501ＵＶ断熱コート技術資料 
(強紫外線・赤外線遮蔽液剤) 

㈱ジオテック本部 
〒532-0003 
大阪府大阪市淀川区宮原 1-3-20 
TEL：06-6393-6331 FAX：06-6393-6868 

１ はじめに 
GEO501UV 断熱コートをガラス表面に塗布することによって、紫外線・赤外線を遮蔽し､CO2排出･

省エネルギーが期待できます。 
地球環境保護等の面で極めて優れた効果を有する特許製品です。 

以下にその特性に関して詳述します。 

 
２ 機能と期待効果 

GEO501UV断熱コートの主要効能と期待される効果は以下のとおりです。 
主要効能 期待効果 

屋外からの近赤外線(熱線)を 30％以上遮蔽 
室温上昇を抑制する為､室温を 2～5℃低下させる 

1 赤外線遮蔽 

結露抑制 
屋内から屋外への暖房熱（中･遠赤外線)を 90％以上遮蔽 
室温下降を抑制することから暖房費低減の効果がある 

屋外からの有害紫外線を 98％以上遮蔽 

皮膚疾患(皮膚癌、染み、雀斑、肌老化など)の防止効果がある 
屋内家具、調度品、内装、衣類などの劣化、退色の防止効果がある 

 
 

2  紫外線遮蔽 
屋内から屋外への照明器具の発する紫外線を遮蔽 

紫外線に反応する昆虫類の飛来減少の効果がある 

3  可視光線透過 
屋外からの可視光線の 90％を透過 

透明ガラスとほぼ同等の視界を得られる 
冬季の可視光エネルギーによる暖房効果が有る 

4  高耐久性 
1回の塗布により主要な機能は 10年間以上持続 

保守､補修の為の維持･管理費用は不要 
 
 
5  高施工性 

2液内常温硬化型 
液剤の管理が容易 
施工性が優れている 
施工管理が容易 
施工の確実性が高い 

 
 
 



3 主要効能 
3-1 赤外線遮蔽 

GEO501UV断熱コートは熱いと感じる近赤外線を遮蔽します。ガラス表面塗布膜の光学特
性と熱特性を調べたものが「資料 1コーティングガラスの光学・熱特性評価」です。また、
太陽光線中の赤外線の透過率を調査した結果が「資料 2光線透過曲線（1）」です。 
どの程度遮蔽するかを調べた結果が「資料 3日射熱取得試験結果」であり､最も熱いと感じ
る 780nmで 25～30％の日射熱を遮蔽します。 
この効果により、夏季室温上昇がどの程度抑制できるか、一例を「資料 4 室温経時変化測
定例（1）」に示します。GEO501UV断熱コート塗布あり（湿度 B）の場合の室温が 28℃を
超える 10時 30分～15時 30分の 5時間で見てみると、 

・温度差(A－B)は、2.2～4.9℃（平均 3.6℃） 
・Aに対する温度差の割合〔(A－B)/A％〕は、7～15％（平均 10.8％） 

 以上のことから、GEO 断熱 UV コート塗布により室温は 2～5℃低く抑えられることがわ
かります。 
日本の場合、家庭用及び業務用の空調設定温度を 1℃増減させると、消費電力は 10％増減
することが東京電力株式会社の調査「資料 5 東京電力調べ」により判っているので、この 2
～5℃の室温上昇抑制効果は大幅な消費電力量の削減、ひいては省エネルギー、省資源および
地球温暖化防止に寄与します。 
次に、冬季に室内から室外へ出て行く中遠赤外線(暖房器具の発する波長 2000nm以上の遠
赤外線)の遮蔽効果です。資料 2 から判るとおり、この範囲の中遠赤外線の遮蔽効果は 90％
にも及び、GEO501UV断熱コートを塗布した硝子からの熱の流出(10％)は普通板硝子(85％)
に比較し少なく、はるかに優れた省エネルギー効果を発揮することがわかります。 
 
 
3-2 紫外線遮蔽 
紫外線部分に含まれる太陽光線の熱エネルギーの割合は 6％と低く、その遮蔽努力は空調
の省エネルギーには大きくは寄与しません。「資料 6光線透過曲線（2）」 
しかし、地球極圏におけるオゾン(O₃)ホールの拡大以降、紫外線の身体への有害性が広く
認識されるようになり、可能な限り紫外線を避ける生活習慣が世界的に推奨されるに至って

います。 
GEO501UV断熱コートは有害な紫外線の実に 98％を遮蔽する効果があり、波長 380nm以
下の紫外線はほぼ 100％遮蔽されることが確認されています。 
これは、他の硝子製品と比べて圧倒的な効果があることがわかります。「資料６」 
昆虫の多くは、蛍光灯などが発する紫外線に敏感に反応し、夜間その光源に飛来群がる習

性があります。 
したがって、この種の発光源に GEO501UV 断熱コートを塗布して紫外線の放出を遮蔽す
ることにより、昆虫の飛来を防止する効果が期待できます。 



過去に行った実験結果「資料 7昆虫飛来防止調査結果(1)(2)」では、多くの種類の昆虫に効
果があることを証明しています。 
建物の窓硝子以外でも、一般の道路や高速道路の街路灯、バス停車場や鉄道の駅など人が

大勢集まる場所での照明、昆虫の混入などを嫌う食品産業、夜間も営業するレストランやコ

ンビニ、自動販売機等様々な分野でその効果を応用できます。 
 
 
 
 
3-3 可視光線透過 
 「資料 2可視光線透過曲線(1)」から判るとおり、可視光線の透過率は約 90％であり、普通
板硝子に塗布した場合でも塗布の影響は殆ど無いといえます。 
 室内に十分な自然光を導き入れることができ、明るさと共に冬季の暖かさを得ることもで

きるので、暖房費の節減に貢献できます。 
 また、外壁面に硝子を使用して、自然光を利用した活動的・健康的な室内空間の実現や、

建物内部を建物外部から自然の状態で透視できることを意図した近代的建築物においては、

その設計思想を実現するための要求に十分答えることができます。 
 
3-4 高耐久性 
 GEO501UV塗膜の物理的性質は「資料 8GEO501UVコート塗膜性能試験結果」に示す通
りです。 

 1回の塗布により、その優れた特性は 10年間以上持続します。 
 その間、保守・補修は原則として必要ありません。 
 
 
 
3-5 高施工性 
 GEO501UV断熱コートはその施工性に関しても十分考慮して開発した液剤です。 
 

  

液剤形態 1液室内常温硬化型 
液剤使用量 平均 20cc/㎡ (塗布施工面積が小さいほど使用量は増加する) 

塗膜厚 
スポンジコーティング：2～4μ 
フローコーティング ：5～6μ 

乾燥時間 
指触硬化：30分、硬化：24時間、完全硬化：7日間 
・ 気温、湿度等の環境条件により若干差がある 
・ 雨天や湿度 60％以上では施工しない 



   
GEO501UV断熱コートの表面張力は 21dyne/㎝と低く、塗布後自然に平滑化機能を発揮し
て、硬化までに硝子と同等の平滑塗膜を形成する。 

 
 
 
          

 塗膜直後               塗布後 15～20分    
 
GEO501UV 断熱コートは優れた施工性を持っているが､高品質の施工結果を得る為には

GEO501UV 断熱コートの液剤と及び施工上の特性にあわせた施工技術･施工基準･施工管理
が重要となります。ＵＶ吸収剤が入っていない為､施工上及び施工後白濁､ブリードアウトの

心配がなく､誰でも安心して施工が出来る。 
 
●低コストの実現 
窓ガラスの断熱化は､ペアガラス､Low‐E ペアガラス､熱線反射ガラス､熱線吸収ガラス及

び透明断熱フィルム張りがありますが､GEO501UV断熱コートと比較すると以下の様な結果
となり､断熱 GEO501UV断熱コートが安くなります。 
 

 1㎡施工単価比較 耐久年数 

GEO501UV断熱コート 10,000円 10～20年 

ノーマルペアガラス 20,000円～ 20年～ 

Low-Eペアガラス 30,000円～ 10年～ 

透明断熱フィルム 10,000円～ 5～10年 

アットシールドクリア（NTT-AT） 12,000円～ ～10年 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



資料１コーティングガラスの光学･熱特性評価 
 
 
1・目的 

ガラス表面塗布膜の光学特性と熱特性を調査する 
 
2・試料名･試料数 

GEO501UV断熱コート塗布+ＦＬ3 
 
3･試験方法 

島津分光光度計(ＵＶ3100ＰＣ)により透過･反射測定後､光学特性を求めた 
入射角    透過:0度      反射:5度(絶対反射装置使用) 
入射面    透過･反射:非膜面 
日立赤外分光光度計(270/30形)により反射測定後､垂直放射率を求めた 
入射角    反射:12度  入射面:膜面 

 
4・結果 

熱割れ計算結果と光学特性結果を表 1～2に示す 

 
表 1 光学特性(日射率(％)＜2500ｎｍ)と熱特性 

透過 反射 吸収 遮蔽係数 ＳＣ 日射熱取得率η  項目 
 入射面 皮膜面 皮膜面 皮膜面 夏 冬 夏 冬 
GEO501UV 断熱コート塗布+ＦＬ3 62.9 6.8 30.3 0.83 0.81 0.73 0.72 
 
 
表 2光学特性（入射面:膜面） 

項目 
供試体 

垂直放射率εn 半球放射率εi 

GEO501UV断熱コート塗布+ＦＬ3 0.93 0.88 
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